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（1） 研究開発の目的・概要

提案課題の目的

鋼橋に発生するき裂や腐食等の欠陥を、レーザー超音波可視化探傷法という新しい計測技術を利用して、
遠隔で効率的に検出できる非接触・非破壊の劣化診断技術を開発する

提案課題の概要

検査体表面をレーザー走査することにより、超音波が伝わる様子を動画映像として計測し、欠陥による動画
映像の乱れを観察しながら、鋼橋に発生するき裂や腐食を検出する技術を開発する。欠陥があるところ
からは、まるで水面から泉が湧き出るような波紋が生じるので、検査を専門としない人にも分かり易く、
また、遠隔で効率的に検査できるので、点検精度の向上と点検作業の省力化・平易化を図ることができる
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■研究開発の内容

（2） 研究開発の内容・達成目標・期待される成果

 １年目は、検査体表面をレーザーで高速走査することにより

超音波の伝搬動画映像を計測し、動画映像の乱れを解析して
傷を検出・評価する劣化診断技術を開発する。

 ２年目に、受信センサに接触型の超音波探触子を用いた鋼橋
用可視化検査システムを試作開発し、その有効性を検証する。

 ３年目以降は、受信にレーザープローブを用いた完全非接触
検査技術を開発する。

■技術の新規性

 我々が開発した映像化方法は、超音波の受信側の走査では

なく、励起側のレーザー走査で超音波の動画映像を計測する
という逆転の発想から生まれたものであり、現場で超音波動画
映像を測定できる技術としては世界唯一のものである （励起
側のレーザー走査は、受信側と違って、焦点距離や入射角の
制限が殆どないので、操作性が良く、高速走査が可能）。

 当該事業では、本新技術を利用して、鋼橋を非接触・非破壊で
検査できる革新的探傷技術を開発する。

受信レーザー
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■達成目標

【最終目標】
①超音波の受信にレーザープローブを用いた完全非接触検査システムを構築する
②鋼橋に発生するき裂・腐食を4m以上離れた位置で検出できる遠隔検査システムである
③少なくとも長さ5㎜（脆性破壊に移行する可能性が殆ど無い疲労き裂長さ）以上のき裂の
有無を塗膜上から検出できる

④表面から深さ50mmまでの内部欠陥（寸法5mm以上）を検出できる
⑤溶接線の超音波映像を2m／分以上の速度で計測できる

励起レーザー

受信レーザー
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 数メートル離れた位置での遠隔検査が可能なので、足場の減少につながる
 動画映像で視るので検査を専門としない人にも分かり易い（欠陥の見逃しや誤認が少ない・下図参照）
● 粗い表面や塗膜面にも適用可能
 非接触走査なので、複雑形状部や狭あい部にも適用できる
● ガルバノミラーによる高速走査なので面の検査を効率的に行うことができる
 検査体写真画像をスーパーインポーズした映像により、欠陥位置の特定が容易
● 記録性に優れている（保存映像・画像の経年変化から検査部位の劣化進行状況を把握できる）

■技術の優位性

●溶接部などは擬似エコーが多く、傷エコーの特定に
時間を要するが、映像や画像で視ると分かり易い

伝搬映像（動画）

最大振幅図（静止画）

傷エコー① 傷エコー②
T字溶接部底面に
スリット傷を導入

SS40, t12mm

励起レーザー

受信センサ

映像・画像で視るので分かり易い
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（3） 研究開始においての意気込み

大橋脚やビルディングを
足場なしで地上から検査

信号を聴く検査から
映像を視る検査へ

接触検査から
非接触検査へ

近接検査から
遠隔検査へ

レーザー超音波可視化
探傷法は夢を実現させる
可能性を秘めた新しい
検査技術

10数年後

イノベーションに挑戦しなければ、
ラジオがテレビにその地位を奪わ
れたように、現行の検査技術は淘
汰されてしまう

スーパーマンのように指先から
レーザー光を出して物体に当て、
そこから広がって行く超音波映像を
視て損傷の有無と規模を即座に
判定できるような装置を開発したい

6


